POMPEII The last days
1.ゲームの目的
各プレイヤーは街の崩壊から逃げなければならないが、その一方でできるたけ多くのポンペイ市民を救わなければならない。これはゲームの第３フェーズで起こります。
初めの２つのフェイズは準備期間です。第１フェイズは資本に相当する<<human>>や不動産に相当する、<<clientes>>を獲得できる。第２フェイズはポンペイでの幸せな日々が続く・・最後の日が来るまでは！
このゲームは史実に基づいており、登場する全ての人物とビルは実在するものです。
一方、考案者は２０００年前のポンペイでの暮らしを再現するのに注意を払いますが、歴史的な知識を持ってしてもわからないような部分については、<<Educated guesses>>として表現されている。
2.コンポーネント
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3.ゲームの準備

ゲーム盤を広げ、その上にカードを置いていく：
・Vita Romanaカードをシャフルして、裏向きに対応する場所に置く
・火山噴火(Volcano) カードをシャフルして、裏向きに対応する場所に置く

・残りの101枚は人や資産を表し、数字順に表向きに並べられる（Phase1がプレイしやすくなるでしょう）。カードの近くにいるプレイヤーがそのカード管理と各プレイヤーから資金回収の責任を持ちます。
各プレイヤーは駒を取り（見ずに取ること）、その色に従って、８人のポンペイ市民の一人になり、都市計画上に記されている家（４章参照）を受け取る。プレイヤーはSESTERCES(ST.)の金額をプレイ人数に応じて受け取る。
	プレイ人数
	受け取る金額
	プレイ人数
	受け取る金額

	2
	25000
	6
	10000

	3
	20000
	7
	8500

	4
	15000
	8
	7500


4.駒の色に応じたポンペイ市民の名前
	色
	名前
	家番号

	緑
	Julius Polybius
	35

	赤
	Trebius Valens
	34

	白
	Marcus Lucretius
	42

	黄
	Obelius Firmus
	36

	黒
	Fabius Rufus
	53

	青
	Paquius Proculus
	23

	紫
	Caecilius Jocundus
	40

	オレンジ
	Lucretius Fronto
	38


5.ゲーム内容
重要なお知らせです。プレイヤーは勝つ確率を高めるために、自分の戦略や資金の許す限り、人や建物を購入すべきです。人と建物は次のルールに従って組み合わせられる。例えば、僧侶は寺院にしか居ないし、奴隷は個人宅にしか居ない。俳優は劇場にしかいない等です。
全てのカードと地図上のビルは人々が居るべき場所を明確にするために色分けされている。
人はカードに記された色に対応する公共ビルか個人ビルにいます。
公共ビル(価値:ST 1000)には、最大で３人収容でき、個人ビル(価値:ST 500)には、２人まで収容できる。
Phase1:人やビルの獲得
各プレイヤーはINGRESSUSから始め、ダイスを２個振り、出た目の数だけ前に進む。
止まった先が人物マスかビルのマスで、それがまだ売れていない時は、その人かビルを購入する権利があります。
もし、プレイヤーが買いたい物件を通り越してしまった場合、次のターンにバックする事ができる。この場合、ダイスは１個振りになります。
プレイヤーが人やビルを買う時は、対応するカードを受け取り、STに書かれた額を支払います。
STは、ボードやカードにも書かれています。人を購入すると、そのプレイヤーはその人間<<clientes>>の<<Patronus>>となります。購入者はPhase2になると、その恩恵が得られます。
特に最終と第３フェイズでは、自分のclientesを助けなければならないでしょう。

Phase1において、もしプレイヤーの止まったマスが他人のいるマスか、既に売却済みのマスだった時、その駒は進行方向で一番近い空いているマスに移動される（その場所で購入する事が可能）。
もし、FORTUNAのマスに止まった時は、プレイヤーはそのFORTUNAのマスと、手前にあるFORTUNAのマスの間にある、好きな未購入の人かビルを購入する事ができる（それが最初のFORTUNAの時は、INGRESSUS～FORTUNA間）。この権利を行使する時は、駒をその選択した場所に移動させ、次のターンには、その場所から出発していきます。
人やビルはPhase1が終了するまでプレイヤー間で自由に売買できます（もしくは銀行に売却する場合は半額で、端数50ST単位で切り上げ）。
Phase2でプレイヤーは、<<Vita Romana>>カードの効果で資金が払えない時にのみ、資産の売却が出来ます。
Phase1が終わる時までにphase2に進みたいと思うプレイヤーは自分の所有する<<clientes>>を組み合わせに適したビルの中に配置しなければなりません。もちろん、対応する色にも従う必要があります。
このコンビネーションが完成した時は、自分の前にその対応する２枚のカードを置き、他人にそれを示さなければならない。
訳者注：ルール上、２枚と限定されているのですが、公共施設は３名まで、個人宅は２名まで収容できるとの記述があるため、３枚以上になる可能性もあると思いますが、これは一般的な例として書かれているのだと解釈しました。

Phase2に突入する人は、組み合わせに関係ない人やビルを他人か銀行（半額で、端数50ST単位で切り上げ）に売っても良い。
コンビネーションを完成したプレイヤーは、他人がPhase1の状態でもPhase2に突入する事が出来る。Phase2に突入するには、少なくとも１つの人間とビルの組み合わせを所有していなければならない。
他人がPhase2に突入してもPhase1に残り、人やビルを買う事もできます。但し後述しますが、この戦略はリスキーです。
Phase2:<<Vita Romana>>（ローマ人の生活）
このPhaseに進むには、ダイスを振ってFORTUNAの最後のマスを通過しなければならない。
この瞬間から、その駒はゲーム開始時に割り当てられた家に移動する。次の手番時に、一番上の<<Vita Romana>>カードを引いて読み上げ、その指示に従います。使用したカードは山の一番下に入れます。
Phase1が終わりにちかづくにつれ、組み合わせが出来やすくなり、徐々にPhase2に移行し、<<Vita Romana>>カードを引いてその指示に従います。
訳者注：ルール上記載はありませんが、Phase1に残る事はリスキーであると書かれている事から、一番手がFORTUNAのマスを越えてPhase2に進んだ後は、他のプレイヤーはダイスを振ることなくPhase2に進みたければ、Phase2に進めるものと解釈しました。

カードの指示は移動に関するもので（移動すべきビルの番号がはっきりと書かれている）、必ずカードの指示に従って駒を動かしたり、支払ったりしなければならない。但し、これはPhase2に進んでいる人のみの指示です。もし、Phase1の人に対する支払い義務が発生した場合、それは無効です。
もし、プレイヤーが指示されたビルや場所に既に他人がいた場合、手番プレイヤーは、隣接する緑のドットに移動させなければならない。もし、プレイヤーが別の場所に移動する事を指示された時、自分の<<clientes>>は、彼らがいた場所に残ります。
プレイヤーがULTIMATE DIEのカードを引いたら、ポンペイ最後の日の到来で、全員がフェイズ終了となり、Phase3に突入します。ポンペイ市民を救い出すのが、このフェイズの使命になります。
この時点で、まだPhase1にいるプレイヤーはゲームから除外されます（これが、Phase1の最後に記した忠告です）。
Phase3:ポンペイの崩壊
このフェイズでは、火山噴火が記された<<Vesuvius>>のカードがプレイされます。このカードはゲーム開始時にシャフルしておきます。カードは７０枚から構成され、このうち５７枚が街のどこかの場所に対応し、５枚がブランク（お休み）で、８枚が*2カード（後述）です。
手番に各プレイヤーは一番上のカードをめくり、そこに書かれた数字に対応する場所が破壊される。
これが起こるたびに、対応するパズルのピースが現れて数字面を上にして置かれ、地図には外郭が明らかになる。
パズルピースによって隠れた建物は破壊されたものとして扱われる。ビルは灰で覆われ、その場所にいた人は死亡し、通りやゲートは完全に閉鎖される。
ゲームが進むに連れ、街が徐々に破壊されていき、脱出路を見つけるのが難しくなります。
<<Vesuvius>>の山からカードをめくり、地図に対応するパズルピースを置いたら、プレイヤーは自分のどの<<clientes>>を最初に救いたいか宣言し、その<<clientes>>のいる位置を他人に示します。
その後ダイスを２個振って、緑のドットに従い、その場所に向けて駒を進めます（緑のドット１つとダイス目１つは同じです）。駒が<<clientes>>の方角へ移動する際、都市が破壊されたためにルートを変更しなければならないかも知れません。
プレイヤーが無事自分の<<clientes>>のいる場所に着いたら、その<<clientes>>は、自分の<<patronus>>に保護されたものとみなします。つまり、次の手番で一番近い出口(Gate)を目指し、このゲートをくぐったら、その<<clientes>>は救出されます。
訳者注：clientesが単数形で書かれている事から、一度に救出できるclientesは１人であると解釈してます。よって、同じ建物に複数の人物を収容する事はできても、同時に救出はできないものとします。

プレイヤーは次に、別の誰かを救出するか、ゲーム終了まで街の外で待機するかします。一旦退出した後で再入場する時は、破壊されていないゲートから入場します。この時は、そのゲートのところまで外周をドットに従って移動します。
訳者注：clientesのいるところに移動したら、そこで移動は終了となりますが、救出した時は、続けてゲートに戻り、救助活動をして良いものと解釈してます。

注意事項
・ゾロ目がでれば、20マス移動できる（緑ドット）。
・*2カードの時は、ダイス目を２倍にできる。よって、もしゾロ目を出した時にこのカードを引いた時は、４０マスまで移動可能。これは、誰かひとりを救助すると同時にまた街に戻ってこれるかもしれません（この場合、また次に救助する人を随時宣言する必要があります）。
もし、プレイヤーのいる場所が破壊されたら、そのプレイヤーは死亡します。
他のプレイヤーは、除外されたプレイヤーの<<clientes>>を自分のものとして救出しても構わない。
救出時は必ず事前に宣言されなければならず、一番最初に到着したプレイヤーが新しい<<patronus>>になります。
除外されたプレイヤーの救出済の人々は、スコア計算に使用されます。
６．ゲームの終了
ゲームは以下の状況のいずれかが起きた時に終了します。
１．全ての<<clientes>>が救助された時
２．全てのゲートが封鎖され、これ以上救出できなくなった時

３．最後のプレイヤーが死亡した時

７．ゲームの勝利
ゲーム終了時、救出した人のSTを計算し、STの合計が一番多い人が勝ち。
もし、途中で死亡したにもかかわらず、一番STが多かった時は、ポンペイの英雄となり、死後勝者になります。
同点の時は、救助した人数の多い方が勝ちになり、それでも同点の時は、単独のSTで一番価値の高い人を救助した人が勝ちになります。
2006/3/19 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)










